
 

パブリックコメント手続の実施結果について 

 

１ 案件名 

  ひらつか健康・食育プラン２１ 

 

２ 案件の概要 

  ひらつか健康・食育プラン２１（第３次平塚市健康増進計画・第３次平塚市食育推進計画）は、本

市の健康増進・生活習慣病の発症予防、重症化予防・食育を総合的、計画的に進めるための指針を示

した計画です。計画期間は令和６年度（２０２４年度）から令和１７年度（２０３５年）とし策定し

ます。 

 

３ 募集概要 

（１）意見の募集期間 

令和５年１２月１日（金）～令和６年１月４日（木） 

（２）意見の提出方法 

持参、郵送、ＦＡＸ、電子メール、e-kanagawa電子申請システム 

 

４ 実施結果 

（１）提出意見数 

個人から ２ 人 １２ 件 

団体から  ０ 団体 ０ 件 

合計 ２  １２ 件 

（２）意見内訳 

項目 件数 (件) 

計画全体 ８ 

第４章 健康づくり運動の推進【第３次平塚市健康増進計画】 ２ 

第５章 食育の推進【第 3次平塚市食育推進計画】 １ 

概要版 １ 

  

  

  

合計 １２ 

（３）意見への対応区分 

項目 説明 件数 (件) 

ア：反映 
意見を受けて計画案等を修正したもの又は意見の趣旨が計画案

等に沿ったもの 
３ 

イ：参考 事業・取組を推進する上で参考とするもの ７ 

ウ：その他 意見募集の範囲と異なるもの、反映が困難なもの、質問など ２ 

合計 １２ 

 

 



 

５ 意見対応表 

番号 項目 市民意見の概要 市の考え方 
対応 

区分 

１ 計画全体 青年期・壮年期・高齢期の男性・女性の

飲酒頻度の割合（令和４年度）の調査に

回答した人数は何人か。 

実態調査人数は３,０００人で、有効回

収数は１,０６０件です。このうち、飲酒

に関する調査は２０歳以上の１,０４２

人が回答しています。 

ウ 

その他 

２ 計画全体 男性・女性の年代別喫煙者の割合につい

て 

①この調査に回答した人数は何人か。 

②平成２６年度男性の６０代が突出し

ているのはなぜか。 

③平成２６年度女性の３０・６０代の割

合が高いのはなぜか。 

④令和４年度男性の２０～５０代で割

合が増えた理由は。 

①実態調査人数は、平成２６年度は３，

０００人（２０歳以上）で、有効回収数

は１，３３４件です。このうち、男性５

９６人、女性７２８人、その他１０人で

す。令和４年度の回答人数は、「番号１」

と同様です。 

②・③平成２６年度の調査で男女の６０

代の割合が高いのは、健康増進法改正前

で職場や店舗内で禁煙が義務付けられ

ていない等の環境的要因やニコチンの

依存性等で禁煙ができずに続いてしま

っていることが考えれます。また、３０

代の女性は、同居するパートナーも喫煙

者であったり、ライフステージの特徴と

して、就労や子育てなど活動的な時期で

ストレスが多い等が考えられます。 

④２０１３年（平成２５年）から販売さ

れた加熱式たばこの急速な普及が考え

られます。加熱式たばこは、紙巻きたば

こより健康への影響が少ないという期

待から若い世代に使用者が多い傾向に

あります。 

ウ 

その他 

３ 計画全体 【要約】 

〇「肥満予防に取り組む必要がある」と

あるが、「糖分とり過ぎの注意喚起」を

行っていないのはなぜか。塩分制限は厳

しく指導するのに対し、糖分に対して記

載がないのはバランスが取れていない

ように思う。 

〇朝食を食べるのが良い事のように誤

った受け取り方をされてしまいがちで

すが、１日２食や１食がちょうどよいと

いう人もいて様々である。 

概要版には、前計画の評価からみる主な

本市の現状と課題を掲載しており、「ひ

らつか健康・食育プラン２１（第３次平

塚市健康増進計画・第３次平塚市食育推

進計画）」の全体像を示しているもので

はありません。 

ご指摘のとおり、健康増進や食育推進は

食生活に関することだけではなく、様々

な個々に応じた望ましい生活習慣の実

現を通じ健康寿命の延伸を図ることを

目標とし、基本理念を「市民一人一人が

生涯にわたり健やかで心豊かに生活で

ア 

反映 



 

栄養も、塩分制限を謳い、むしろ制限し

た方が良いと思われる糖分制限の記載

がないのはバランスを欠いている。一人

ひとりの消費エネルギーと摂取エネル

ギーのバランスを考えていく方がすべ

ての人にとって最善策である。 

〇食事の形態は人それぞれであり、すべ

てを同じにしようとするところに無理

があるのではないか。個々の状況に合わ

せるという考え方が最善策と思われる。 

きるよう全世代を通じて継続的に行わ

れる健康づくり・食育の推進」と定め、

総合的に進めてまいります。また、ご指

摘の内容を参考とし、市民により丁寧な

説明を示すこととして、第４章「２ 生

活習慣の改善にむけた健康行動と取組

内容」のあとに、リード文を追記し、第

４章２（１）栄養・食生活②主な現状と

課題にも項目を追加記載しました。 

４ 計画全体 【要約】 

〇高血圧発症の要因を塩分と決めつけ

るような表現は再考したほうがよいと

厚生労働省に自治体から提案するとよ

い。 

〇高血圧予防のための生活習慣という

のは塩分制限のことか。生活習慣や服薬

だけでなく、多角的に見て再考する方が

良い。 

〇日本高血圧学会のガイドラインは参

考にしているが、一人一人の体質体調食

生活環境等に応じた、こまやかな食事の

アドバイスができる人材が求められて

いると思う。 

高血圧の発症・重症化予防をするための

取組は、科学的根拠に基づいて記載され

ているガイドライン等を参考に一般的

な普及啓発を行うとともに、市民一人一

人が適切な生活習慣を自己管理できる

ように個別の取組も引き続き推進して

まいります。 

 

 

 

 

 

イ 

参考 

５ 計画全体 オーラルフレイルについて 

〇日本語表記で分かりやすい表現にし

てもらいたい。高齢者が該当することが

多いと思われること、日本語表記のほう

が万人にわかりやすく浸透しやすいと

思われる。 

〇２０１４年から提唱されているにも

かかわらず、１０年たってもほとんどの

方が知らないことからも日本語表記が

望ましい。 

〇日本語表記やキャッチコピーを公募

する等広く市民にアピールすることも

できると考える。 

オーラルフレイルの概念は、２０１５年

に厚生労働省の研究事業で、身体の衰え

（フレイル）の一つとして提唱され、そ

の後、日本歯科医師会や日本老年医学会

等でも「オーラルフレイル」の名称で活

用されています。本市では、国や県、歯

科医師会、学会等と同様に「オーラルフ

レイル」の名称で市民の皆様の認知度を

高め、「食（口腔）」「運動」「社会参加」

を軸としたフレイル予防を推進してい

きたいと考えます。また具体的な周知方

法についても参考にさせていただきま

す。 

イ 

参考 



 

６ 計画全体 【要約】 

英国の医学雑誌では、血圧１４０ｍｍ

Hg の人が減塩しても収縮期血圧で３．

６ｍｍHg、拡張期血圧で１．６ｍｍHg

下がるだけと記載されている。また、臨

床医によると、減塩によるメリットよ

り、塩分と水分の不足による脱水によ

る、虚血性心疾患、熱中症等の疾病発症

のリスクのほうが高いといわれている。 

脳血管疾患などの発症リスクとなる脱

水や高血圧の予防について科学的根拠

に基づいて記載されているガイドライ

ン等を参考に対策を進めてまいります。 

イ 

参考 

７ 計画全体 【要約】 

子どもが高齢になった時のことを考え

て、ミネラルたっぷりの塩分（天然塩）

を子どものうちから摂らないようにし

ておくというのはいかがなものか。塩分

制限は本当に必要なものなのか否か、一

人ひとりで違ってくる。 

高血圧等生活習慣病の発症・重症化予防

をするための取組は、科学的根拠に基づ

いて記載されているガイドライン等を

参考に一般的な普及啓発を行うととも

に、市民一人一人が適切な生活習慣を自

己管理できるように個別の取組も引き

続き推進してまいります。 

イ 

参考 

８ 計画全体 〇協同する住民組織とは具体的にどう

いうものか。 

〇農家さん、食品メーカー、畜産業、漁

業、専門家、行政、國、市民が協力し合

い大きな視点で見ていく事が解決の近

道と思われる。 

第６章「１ 市民との協働・産学官連携

による健康づくり・食育の推進」では、

健康づくりや食育の取組は幅広い分野

にわたる関係者が、その特性や能力を活

かしつつ、主体的に、かつ、互いに連携・

協働していくこととしています。これら

の取組については、「平塚市食育推進会

議」において各分野の食育に関わる専門

家や市民委員により推進の進捗管理を

行います。 

ア 

反映 

９ 第４章 

健康づくり運

動の推進【第３

次平塚市健康

増進計画】 

薬に頼らず自分の体は自分で管理でき

るように自己啓発も望まれると思う。 

高血圧の発症・重症化予防をするための

取組は、全体に対して一般的な普及啓発

を行うとともに、市民一人一人が適切な

生活習慣を自己管理できるように個別

の取組も引き続き推進してまいります。 

イ 

参考 

１０ 第４章 

健康づくり運

動の推進【第３

次平塚市健康

増進計画】 

【要約】 

〇がんの原因となる生活習慣は何か。 

〇人類初の遺伝子ワクチンである新型

コロナワクチンと急激な癌（ターボ癌）

との関係が予想されるが、厚生労働省や

国では未だに検証されていない。そこ

で、ターボ癌の発症を減らすため、平塚

市が因果関係が確定するまでは、世界の

状況等も参考にしつつ、十分な検証をし

ていくことが求められていると思う。 

予防可能ながんのリスク要因として、感

染、喫煙（受動喫煙を含む）、飲酒、身体

活動の不足、肥満・やせ、野菜・果物不

足、塩分の過剰摂取等、生活習慣に関連

するものがあります。健康づくりの取組

として、これらの対策を行っていくこと

で、がんの罹患率減少を図ってまいりま

す。また、各種がん検診の受診率向上に

取り組み、国等が進める科学的根拠に基

づくがんリスク評価、がん予防ガイドラ

イ 

参考 



 

〇予防可能ながんのリスク要因として、

禁煙者が増えた現在でも、がん患者が増

えている。より良い食事を摂ることも重

要であるが、添加物や加工食品を減らし

ていくことも必要かもしれない。何事も

バランスが大切だと考える。 

イン等をはじめ、新型コロナワクチンと

がんとの関連については、厚生労働省の

動向を引き続き注視してまいります。 

１１ 第５章 

食育の推進【第

3 次平塚市食

育推進計画】 

地産のものをより自然で安全安心なオ

ーガニックを主にしたものを市民（特に

子どもたち）へ提供していく事を最優先

で考えてほしい。 

農林水産省が令和３年５月に策定した

「みどりの食料システム戦略」におい

て、有機農業の取組面積の割合を拡大す

るよう位置づけられています。また、従

来より本市で取り組まれてきた農業と

のバランスを図ることが重要だと考え

ています。ご意見を参考とし、事業の充

実を図ってまいります。 

イ 

参考 

１２ 概要版 食に対する感謝する「気落ち」と記載さ

れています。 

「気持ち」に修正しました。 ア 

反映 

 

＜お問い合わせ先＞ 

平塚市健康・こども部健康課 

電   話：０４６３－５５－２１１１ 

電子メール：kenko@city.hiratsuka.kanagawa.jp 

 


